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(57)【要約】
方法または装置などの主題は、植込み型アンテナアセン
ブリを含み得る。植込み型アンテナアセンブリは、第１
および第２の略平行な外面部とそれら第１および第２の
外面部の間に延在する第３の外面部とを含む誘電体シェ
ルと、誘電体シェルの表面上に第１、第２、および第３
の外面部に沿って延在する螺旋状導体とを備える。誘電
体シェルおよび螺旋状導体は、植込み型医療装置のハウ
ジングに接続されるように構成された誘電体室に機械的
に装着されるように構成されている。一例では、植込み
型アンテナアセンブリは、植込み型テレメトリアンテナ
を用いて電磁的に情報を無線伝送するように構成された
植込み型テレメトリ回路に電気的に接続されるように構
成されている。植込み型テレメトリアンテナは、植込み
型テレメトリ回路の一部として含まれている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　植込み型アンテナアセンブリを備える装置であって、
　前記植込み型アンテナアセンブリが、
　第１および第２の略平行な外面部と前記第１および第２の外面部の間に延在する第３の
外面部とを含む誘電体シェルと、
　前記誘電体シェルの表面上に前記第１、第２、および第３の外面部に沿って延在する螺
旋状導体と、を備え、
　前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体が、植込み型医療装置のハウジングに接続され
るように構成された誘電体室に機械的に装着されるように構成されており、
　前記植込み型アンテナアセンブリが、植込み型テレメトリアンテナを用いて電磁的に情
報を無線伝送するように構成された植込み型テレメトリ回路に電気的に接続されるように
構成されている、装置。
【請求項２】
　前記螺旋状導体は前記誘電体シェルの内向き表面に沿って延在するように構成されてい
る、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記螺旋状導体は前記誘電体シェルの外向き表面に沿って延在するように構成されてい
る、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体は、前記誘電体室の少なくとも一部を備える材
料によって、前記誘電体室内に少なくとも部分的に含まれるように構成されている、請求
項１～３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記誘電体シェルは、棒および溝のうちの少なくとも１つを用いて前記螺旋状導体を機
械的に保持するように構成されている、請求項１～４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　変形した時に前記螺旋状導体の一部を保持するように構成された棒を備える請求項１～
５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記誘電体シェルは、該誘電体シェルが前記螺旋状導体の少なくとも一部の周りに成形
される際に前記螺旋状導体を機械的に固定するように構成されている、請求項１～６のい
ずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体のうちの一方または両方が前記誘電体室に接着
されて装着されている、請求項１～７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　前記植込み型医療装置が、
　前記ハウジングと、
　前記ハウジングに機械的に接続されるとともに、前記植込み型アンテナアセンブリに機
械的に接続される前記誘電体室と、
　前記ハウジング内に収容され、前記植込み型アンテナアセンブリを用いて電磁的に情報
を無線伝送するように構成された前記植込み型テレメトリ回路と
を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記植込み型医療装置の前記誘電体室は、植込み型リードとの電気的および機械的接続
を提供するように構成されたヘッダを備え、前記植込み型リードは、組織部位に配置され
るように構成された電極を含み、前記電極の部位で組織の電気刺激および活動の感知のう
ちの一方または両方を提供するべく前記ハウジング内の電子回路に接続されている、請求
項９に記載の装置。
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【請求項１１】
　前記植込み型リードと前記電極とを備える請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　植込み型アンテナアセンブリを備える装置であって、
　前記植込み型アンテナアセンブリが、
　第１および第２の略平行な表面部、前記第１および第２の表面部の間に延在する第３の
表面部、および植込み型リードコネクタを収容する寸法および形状を有する空洞を含む誘
電体コアと、
　前記誘電体コアの外表面上に前記第１、第２、および第３の表面部に沿って延在する螺
旋状導体と、を備え、
　前記誘電体コアおよび前記螺旋状導体が、誘電体室内に少なくとも部分的に含まれるよ
うに構成されており、
　前記植込み型アンテナアセンブリが、植込み型テレメトリアンテナを用いて電磁的に情
報を無線伝送するように構成された植込み型テレメトリ回路に電気的に接続されるように
構成されている、装置。
【請求項１３】
　前記誘電体コアは、棒および溝のうちの少なくとも１つを用いて前記螺旋状導体を機械
的に保持するように構成されている、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記誘電体コアは、該誘電体コアが前記螺旋状導体の少なくとも一部の周りに成形され
る際に前記螺旋状導体を機械的に固定するように構成されている、請求項１２または１３
に記載の装置。
【請求項１５】
　植込み型医療装置を更に備え、該植込み型医療装置が、
　ハウジングと、
　前記ハウジングに機械的に接続されるとともに、前記植込み型アンテナアセンブリに機
械的に接続される誘電体室と、
　前記ハウジング内に収容され、前記植込み型アンテナアセンブリを用いて電磁的に情報
を無線伝送するように構成された植込み型テレメトリ回路と
を含む、請求項１２～１４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記誘電体室と前記誘電体コアとの組み合わせは、植込み型リードとの電気的および機
械的接続を提供するように構成されたヘッダを備え、前記植込み型リードは、組織部位に
配置されるように構成された電極を含み、前記電極の部位で組織の電気刺激および活動の
感知のうちの一方または両方を提供するべく前記ハウジング内の電子回路に接続されてい
る、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記植込み型リードと前記電極とを備える請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　第１および第２の略平行な外面部と前記第１および第２の外面部の間に延在する第３の
外面部とを含む誘電体シェルに、前記誘電体シェルの表面上に前記第１、第２、および第
３の外面部に沿って延在するように構成された螺旋状導体を装着すること、
　前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体を、植込み型医療装置のハウジングに接続され
るように構成された誘電体室に機械的に接続すること、
を備える方法。
【請求項１９】
　前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体を前記誘電体室に機械的に接続することは、前
記誘電体室の少なくとも一部を備える材料を用いて前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導
体をオーバモールドすることを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
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　前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体を前記誘電体室に機械的に接続することは、前
記誘電体シェルまたは前記螺旋状導体を前記誘電体室に接着結合することを含む、請求項
１８または１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、植込み型医療装置用のモジュール式アンテナに関する。
【背景技術】
【０００２】
　植込み型医療装置（ＩＭＤ）は、様々な診断または治療機能を果たすことができる。一
例では、ＩＭＤは、たとえば心臓の１つ以上の電気的または機械的異常などについて対象
者を診断または治療するため、心臓を監視したり、心臓または神経系に電気刺激を与えた
りするなどの１つ以上の心機能管理特徴を含むことができる。ＩＭＤの実施例は、特に、
ペースメーカ、自動植込み型除細動器（ＩＣＤ）、心臓再同期療法（ＣＲＴ）装置、植込
み型モニタ、神経調節装置（たとえば、脳深部刺激装置またはその他の神経刺激装置）、
人工内耳、または薬物ポンプを含むことができる。
【０００３】
　上記ＩＭＤは、植え込まれたＩＭＤ間、またはＩＭＤと身体外部のアセンブリ間で情報
を無線伝送するように構成された電子回路を含むことができる。このような情報はたとえ
ば、生理学的症状を監視、診断、または治療するようにＩＭＤを構成するプログラミング
指示または構造情報を含むことができる。このような情報は、ＩＭＤによって感知、検出
、または処理され、別の装置またはアセンブリ（たとえば、生理学的情報、疾病状態など
）に伝送されるデータも含むことができる。ＩＭＤは、たとえば所望の動作周波数範囲を
用いて情報を無線伝送するように寸法と形状を設定されたアンテナを含むことができる。
このような周波数範囲は、ＩＭＤを配置または使用することのできる国内のスペクトル割
当機関によって特定され得る。よって、ＩＭＤは通常、ＩＭＤを使用または販売し得るス
ペクトル割当規則に合わせて調整されたアンテナを含む。
【０００４】
　概して、能動的植込み型医療装置（ＩＭＤ）は、ペースメーカ、除細動器、心臓再同期
療法装置、神経刺激装置、植込み型モニタ監視装置、または１つ以上のその他の装置を含
むことができる。情報は、電磁波を用いるなどしてＩＭＤに無線で送信する、あるいはＩ
ＭＤから無線で受信することができる。このような電磁波は、ＩＭＤの一部として含まれ
る植込み型アンテナを用いて送受信することができる。このような電磁送信は、相互誘導
磁気結合を含む通信スキームを用いる場合と比べて、約数メートルの有効な通信範囲を提
供することができる。上記磁気結合は通常、わずか数センチメートルの有効な通信範囲に
限定される。
【０００５】
　特許文献１（Zart et al.）では、植込み型医療装置用コネクタアセンブリが言及され
ている。コネクタアセンブリは、熱可塑性材料製のコア素子と、コア素子外表面の一部の
上を延在するアンテナ構造を含む回路部材とを含む。
【０００６】
　非特許文献１（Abadia et al.）では、同心フィードと、接地面と、アンテナの金属パ
ッチ部と接地面との間の接地ピンとを含む誘電体装荷アンテナが提示されている。
　非特許文献２（Kwak）では、「生体テレメトリ用超広帯域螺旋状小型アンテナ」、ＡＰ
ＭＣ２００５議事録、米国電気電子学会（２００５）で、生体テレメトリ用同軸螺旋状ア
ンテナが言及されている。該アンテナは、接地面の上方で、空気を充填されたカプセル内
に、誘電材上の平坦導体を含む。
【０００７】
　植込み後、ＩＭＤは通常、各種身体組織および体液によって囲まれる。このような組織
および体液（たとえば、筋肉組織、脂肪組織、骨、血液など）はやや導電性を帯び（たと
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えば、ロスが大きく）、不均一であり（たとえば、ロスと誘電体誘電率が変動する）、自
由空間と比べて比較的高い誘電体誘電率を有することができる。ＩＭＤを囲む媒体は生体
内で変動し、自由空間環境とは異なるため、ＩＭＤの一部として含まれる植込み型アンテ
ナは少なくとも部分的に誘電体室内に配置することができる。このような誘電体室は、植
込み型アンテナがアンテナ性能を劣化させる場合のある組織または体液にさらされるのを
防ぐことができる。また、誘電体室は、植込み前の自由空間使用環境と植込み後の生体内
環境の両方にとって植込み型アンテナの動作一貫性（たとえば、使用可能な範囲、指向性
、ゲイン、またはその他の性能）を向上させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許第７，３０９，２６２号明細書
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】Abadia et al., “3D-Spiral Small Antenna Design and Realization 
for Biomedical Telemetry in the MICS band”, Radioengineering, vol. 18, no. 4, D
ecember 2009, pp. 359-367
【非特許文献２】Kwak, “Ultra-wide band Spiral shaped small Antenna for the Biom
edical Telemetry”, APMC2005 Proceedings, Institute for Electrical and Electroni
cs Engineers 2005
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明者らは、特に、ＩＭＤが占める空間の総体積が植え込みを行う医師と患者の双方
にとって重要な検討事項となり得ることを認識している。よって、植込み型アンテナを含
む誘電体室の寸法と形状は部分的には、単に電気的性能に関する留意事項ではなく、空間
の制約（たとえば、許容可能な体積または表面積）や生体適合性の留意事項（たとえば、
材料または形状は患者と相性が良く患者を阻害しないように選択することができる）によ
って決定される。しかしながら、アンテナ長と体積は通常、電気的性能のニーズによって
も左右される。概して、モノポールアンテナなどのアンテナ長は、所望の動作周波数範囲
内の所望の共振動作周波数に応じて、特定の媒体の波長の１／４の奇数倍（たとえば、１
／４波長、３／４波長など）辺りである。
【００１１】
　所望の動作周波数範囲の周波数が低下するにつれ、比較的直線的な１／４波長モノポー
ル（または半波長ダイポールアンテナ）が占める長さおよび体積は、組織環境の比較的高
い誘電体誘電率にもかかわらず、不所望に大きくなる。たとえば、国によっては、情報の
無線伝送は、９００メガヘルツ（ＭＨｚ）辺りの第１の特定の周波数範囲、またはスペク
トル割当機関によって特定されるその他の周波数範囲を使用することができる。しかしな
がら、その他の国では、または医療専門家または介護者の好みで、第１の特定の周波数範
囲の代わりに、またはそれに加えて約４００ＭＨｚの第２の特定の周波数範囲を使用する
ことができる。本発明者らは、特に、約９００ＭＨｚで動作するように設計された総アン
テナ長を、アンテナを約４００ＭＨｚで使用させるために倍以上にする必要があることを
認識している。このように長さを倍にすることは、植込み型アンテナによって使用される
体積または面積を許容不能に増大させることがあるため、エンドユーザにとっては受け入
れがたいかもしれない。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者らは、総アンテナ体積または面積を制約する設計目標を満たしつつ、より複雑
なアンテナ形状を使用するなどして、植込み型アンテナを直線モノポールまたは直線ダイ
ポールアンテナよりも小型化することができることを認識している。さらに、本発明者ら
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は、螺旋状導体（たとえば、螺旋状パターンで配置される導電材）およびその他の形状（
たとえば、蛇行導体形状）のうちの１つ以上を含むこのような小型アンテナが、１／４波
長（またはダイポールアンテナの場合、半波長）に近い物理的経路長をいまだ有すること
ができることも認識している。一例では、螺旋状導体を含む植込み型アンテナは、直線モ
ノポール（またはダイポール）導体に匹敵する電気的性能を提供することができる。
【００１３】
　一例では、上記螺旋状導体または蛇行導体形状などのその他の形状を略平面状パターン
で作製することができる（たとえば、比較的平坦なパターンで材料シートをエッチング、
打ち抜き、または切断してリボン状導体断面を有する導電パターンを提供する）。次に、
このような平面状パターンを、誘電体室の１つ以上の面に一致させる、あるいはそれに沿
って延在させるような構成に形成するかまたは折り畳むことができる。一例では、このよ
うな誘電体室はＩＭＤに装着されるヘッダを含むことができ、ヘッダは１つ以上の植込み
型リードと電気的または機械的に結合する１つ以上のコネクタとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】外部モジュールに無線接続される植込み型医療装置を含むことのできる装置の例
を概略的に示す。
【図２】たとえば螺旋状導体を含む植込み型アンテナに接続される植込み型テレメトリ回
路を含む植込み型医療装置を含むことのできる装置の例を概略的に示す。
【図３Ａ】誘電体室内に少なくとも部分的に位置する植込み型アンテナを含むことのでき
る装置の例を概略的に示す。
【図３Ｂ】誘電体室内に少なくとも部分的に位置する植込み型アンテナを含むことのでき
る装置の例を概略的に示す。
【図４Ａ】装置の例、たとえば特定の形状または構造を有する螺旋状導体を含むことので
きる図１～図２の例の装置の一部を概略的に示す。
【図４Ｂ】装置の例、たとえば特定の形状または構造を有する螺旋状導体を含むことので
きる図１～図２の例の装置の一部を概略的に示す。
【図５Ａ】側壁高さよりも横幅が大きな断面を含み、螺旋状導体の隣接巻回部間、および
螺旋状導体と別の導体間に特定の分離を有する螺旋状導体を含む植込み型アンテナの少な
くとも一部の例を概略的に示す。
【図５Ｂ】側壁高さよりも横幅が大きな断面を含み、螺旋状導体の隣接巻回部間、および
螺旋状導体と別の導体間に特定の分離を有する螺旋状導体を含む植込み型アンテナの少な
くとも一部の例を概略的に示す。
【図５Ｃ】側壁高さよりも横幅が大きな断面を含み、螺旋状導体の隣接巻回部間、および
螺旋状導体と別の導体間に特定の分離を有する螺旋状導体を含む植込み型アンテナの少な
くとも一部の例を概略的に示す。
【図６Ａ】特定の移行部を用いて機械的および電気的に接続される第１の導電性セグメン
トおよび第２の導電性セグメントを含む、図１～図２、図３Ａ、図４Ａ～図４Ｂ、または
図５Ａ～図５Ｃの例に示されるような植込み型アンテナの少なくとも一部の例を概略的に
示す。
【図６Ｂ】特定の移行部を用いて機械的および電気的に接続される第１の導電性セグメン
トおよび第２の導電性セグメントを含む、図１～図２、図３Ａ、図４Ａ～図４Ｂ、または
図５Ａ～図５Ｃの例に示されるような植込み型アンテナの少なくとも一部の例を概略的に
示す。
【図６Ｃ】特定の移行部を用いて機械的および電気的に接続される第１の導電性セグメン
トおよび第２の導電性セグメントを含む、図１～図２、図３Ａ、図４Ａ～図４Ｂ、または
図５Ａ～図５Ｃの例に示されるような植込み型アンテナの少なくとも一部の例を概略的に
示す。
【図７Ａ】面状導体をパターニングまたはエッチングして平面螺旋状パターンを提供する
ことと、平面螺旋状パターンを特定の構成に折り畳む、あるいは形成することとを含む、
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図１、図２、図３Ａ、図４Ａ～図４Ｂ、または図５Ａ～図５ＡＣに示されるような螺旋状
導体の作製方法を概略的に示す。
【図７Ｂ】面状導体をパターニングまたはエッチングして平面螺旋状パターンを提供する
ことと、平面螺旋状パターンを特定の構成に折り畳む、あるいは形成することとを含む、
図１、図２、図３Ａ、図４Ａ～図４Ｂ、または図５Ａ～図５ＡＣに示されるような螺旋状
導体の作製方法を概略的に示す。
【図７Ｃ】面状導体をパターニングまたはエッチングして平面螺旋状パターンを提供する
ことと、平面螺旋状パターンを特定の構成に折り畳む、あるいは形成することとを含む、
図１、図２、図３Ａ、図４Ａ～図４Ｂ、または図５Ａ～図５ＡＣに示されるような螺旋状
導体の作製方法を概略的に示す。
【図７Ｄ】面状導体をパターニングまたはエッチングして平面螺旋状パターンを提供する
ことと、平面螺旋状パターンを特定の構成に折り畳む、あるいは形成することとを含む、
図１、図２、図３Ａ、図４Ａ～図４Ｂ、または図５Ａ～図５ＡＣに示されるような螺旋状
導体の作製方法を概略的に示す。
【図８Ａ】モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことのできる装置の例を概略
的に示す。
【図８Ｂ】モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことのできる装置の例を概略
的に示す。
【図８Ｃ】モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことのできる装置の例を概略
的に示す。
【図９】負荷部を備える植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に示す。
【図１０Ａ】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に
示す。
【図１０Ｂ】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に
示す。
【図１１】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に示
し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸法
と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図１２】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に示
し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸法
と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図１３】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に示
し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸法
と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図１４】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に示
し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸法
と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図１５】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に示
し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸法
と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図１６】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に示
し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸法
と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図１７】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に示
し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸法
と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図１８】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に示
し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸法
と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図１９Ａ】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に
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示し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸
法と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図１９Ｂ】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に
示し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸
法と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図２０Ａ】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に
示し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸
法と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図２０Ｂ】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に
示し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸
法と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図２１Ａ】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に
示し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸
法と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図２１Ｂ】螺旋状導体を含む植込み型アンテナを含むことのできる装置の例を概略的に
示し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内の特定の電気的動作特徴を提供するような寸
法と形状を有し、例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。
【図２２】植込み型テレメトリアンテナを含む植込み型医療装置を設けることと、植込み
型テレメトリアンテナを用いて電磁的に情報を無線伝送することとを含むことのできる方
法の例を概略的に示す。
【図２３Ａ】モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことのできる装置の例を概
略的に示す。
【図２３Ｂ】モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことのできる装置の例を概
略的に示す。
【図２４Ａ】モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことのできる装置の例を概
略的に示す。
【図２４Ｂ】モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことのできる装置の例を概
略的に示す。
【図２５Ａ】モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことのできる装置の例を概
略的に示す。
【図２５Ｂ】モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことのできる装置の例を概
略的に示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　添付の図面は必ずしも等縮尺である必要はなく、異なる図面において類似の構成要素に
は類似の番号を付す。異なる接尾語を有する類似の番号は、類似の構成要素の異なる例を
表すことができる。図面は、概して、本明細書に記載される各種実施形態を限定ではなく
例示のために示す。
【００１６】
　図１は、身体（たとえば、患者１０１）内に植え込まれ、外部モジュール１１５に無線
で接続される植込み型医療装置（ＩＭＤ）１０２を含むことができる装置１００の例を概
略的に示す。一例では、ＩＭＤ１０２は、導電部を含む植込み型装置ハウジング１０５（
たとえば、気密チタニウムハウジング、または１つ以上のその他の材料を含むハウジング
）を含むことができる。たとえば、ハウジング１０５は、誘電体室１０７内に少なくとも
部分的に含まれる植込み型アンテナ１１０を用いて電磁的に情報を無線伝送するように構
成される送信機、受信機、または送受信機などの植込み型テレメトリ回路１０６の少なく
とも一部を含むことができる。一例では、外部モジュール１１５は、外部テレメトリ回路
１１６に接続される外部アンテナ１１７を含むことができる。
【００１７】
　一例では、外部モジュールは、たとえば、プログラミング指示または構成情報をＩＭＤ
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１０２に送信する、あるいはＩＭＤ１０２から診断情報、疾病状態、または１つ以上の生
理学的パラメータなどに関する情報を受信するため、医師プログラマ、ベッドサイドモニ
タ、またはその他の比較的近傍のアセンブリを含むことができる。外部モジュール１１５
は、遠隔外部アセンブリ１７５などの１つ以上のその他の外部アセンブリに通信可能に接
続させ、その他の場所（たとえば、サーバ、ウェブ接続パーソナルコンピュータなどのク
ライエント端子、セルラ基地局、またはその他の無線接続または有線遠隔アセンブリ）に
配置することができる。植込み型アンテナ１１０は、螺旋状導体、または下記の実施例に
図示および記載されるような１つ以上のその他の導体形状または構成を含むことができる
。
【００１８】
　図２は、ＩＭＤ２０２を含む、たとえば、螺旋状導体２０９Ｂを含む植込み型アンテナ
２１０に接続される植込み型テレメトリ回路２０６を含むことができる装置２００の例を
概略的に示す。図２の例では、螺旋状導体２０９Ｂは導電性セグメント２０９Ａによって
供給される。導電性セグメント２０９Ａは、ハウジング２０５の表面または面、たとえば
導電部を備えるハウジング２０５に略垂直とすることができる。たとえば、導電性セグメ
ント２０９Ａは、植込み型アンテナ２１０の入力インピーダンスを調節することにより、
特定の周波数範囲で特定の入力インピーダンス範囲内の入力インピーダンスを提供するよ
うに構成される負荷部を含むことができる。一例では、導電性セグメント２０９Ａは、た
とえば、導電性セグメント２０９Ａとハウジング２０５との間の容量性相互作用を低減す
ることによって、植込み型アンテナ２１０の入力インピーダンスに対する容量性寄与を低
減または排除するために使用することができる。
【００１９】
　一例では、少なくとも一部の植込み型アンテナ２１０は、誘電体室２０７上または誘電
体室２０７内に少なくとも部分的に配置することができる。たとえば、誘電体室は、エポ
キシ樹脂、熱可塑性ポリウレタン（たとえば、ＴＥＣＯＴＨＡＮＥ（商標））、あるいは
１つ以上のその他の材料などの生体適合性材料を含むことができる。一例では、図８～図
９、図１０Ａ～図１０Ｂ、図１１～図１８、図１９Ａ～図１９Ｂ、図２０Ａ～図２０Ｂ、
または図２１Ａ～図２１Ｂの例に示されるように、誘電体室は、植込み型リードアセンブ
リと結合するように構成される１つ以上のコネクタを含むヘッダを備えることができる。
一例では、螺旋状導体２０９Ｂおよび導電性セグメント２０９Ａのうちの１つまたはその
両方は、図８～図９、図１０Ａ～図１０Ｂ、図１１～図１８、図１９Ａ～図１９Ｂ、図２
０Ａ～図２０Ｂ、または図２１Ａ～図２１Ｂの例に示されるようなリボン状またはその他
の断面を含むことができる。一例では、螺旋状導体２０９Ｂはその代わりに、図３Ｂの蛇
行導体などの１つ以上のその他の導電形状と置き換えることができる。
【００２０】
　図３Ａ～図３Ｂは、装置の例、たとえば、少なくとも部分的に誘電体室３０７内に位置
する植込み型アンテナを含むことができる図１～図２の例の装置の一部を概略的に示す。
図３Ａの例では、螺旋状導体を含むアンテナ３１０は、誘電体室３０７（たとえば、ヘッ
ダ、または上述のまたは後述の例に記載するようにＩＭＤの別の部分）内に少なくとも部
分的に配置することができる。図３Ａの例では、螺旋状導体３１０は、誘電体室３０７の
第１の面３０８Ａ、第２の面３０８Ｂ、または第３の面３０４に沿って延在するように配
向させることができる。たとえば、第１および第２の面３０８Ａ～３０８Ｂ（たとえば、
誘電体室３０７の側壁）は略平行にすることができる。一例では、第３の面３０４は図３
Ａに示されるように、第１および第２の面３０８Ａ～３０８Ｂ間に延在することができる
。一例では、誘電体室３０７の各種面は完全に平面である必要がない。一例では、誘電体
室３０７は、熱硬化性または熱可塑性誘電材料を使用するなど、１つ以上の成形ステップ
によって形成することができる。
【００２１】
　一例では、螺旋状または円錐状のアンテナと異なり、螺旋状導体３１０は、仮想軸に垂
直な平面に複数の「巻回部」（ｔｕｒｎｓ）を含むことができる。たとえば、第１の面３
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０８Ａに沿って延在する螺旋状導体３１０の部分に関しては、螺旋状導体の巻回部は、仮
想縦軸３５０に沿って第１の面３０８Ａに略平行な面で同心に「巻き回す」ことができる
。一例では、図３Ａに示されるように、各「巻回部」は円形である必要はない。たとえば
、第２の面３０８Ｂに沿って延在する螺旋状導体３１０の部分に関しても、巻回部は仮想
縦軸３５０に沿って第２の面３０８Ｂに略平行な面で「巻き回す」ことができる。図３Ａ
の例では（図７Ａ～図７Ｄの例と同様）、平面螺旋状パターンを折り畳み、誘電体室３０
７の２つ以上の面に沿って延在させ、第１及び第２の面３０８Ａ～３０８Ｂおよび第３の
面３０４のうちの１つ以上から特定の深さで植込み型アンテナ３１０を配置することがで
きる。
【００２２】
　図３Ｂの例では、蛇行アンテナ３１２は同様に、誘電体室３０７上または誘電体室３０
７内に配置され、たとえば第１の面３０８Ａ、第２の面３０８Ｂ、および第３の面３０４
に沿って延在する第１のセグメント３１３Ａを含むことができる。図３Ｂの例では、図３
Ａの螺旋状導体の例とは異なり、共鳴またはその近傍で、蛇行アンテナ３１２を流れる電
流の瞬間的方向は、第１のセグメント３１３Ａと関連付けられる第１の方向（たとえば、
図３Ｂの矢印で示す）を含むことができる。このような例では、第２のセグメント３１３
Ｂ、または第３のセグメント３１３Ｃを流れる瞬間電流は第２の逆方向を含むことができ
る。図３Ｂの例では、第２および第３のセグメント３１３Ｂ～３１３Ｃは、第１のセグメ
ント３１３Ａの側縁に沿って延在することができる。しかしながら、第１～第３のセグメ
ント３１３Ａ～３１３Ｃが誘電体室３０７の外面からほぼ同じ深さである場合、正味放射
電磁界は図３Ａの例と比べて低減される。正味放射電磁界の減少は、一部には第１および
第２の電流方向からの打ち消し効果が原因であり得る。たとえば、第１の方向に流れる電
流によって生成される電磁界は、第２の逆方向に流れる電流を有する隣接セグメントから
の電界寄与によって打ち消される。
【００２３】
　また、本発明者らは、誘電体室３０７の外面に対して各種セグメントの深さをずらすこ
とによってこの打ち消し効果をやや低減できることを認識している。たとえば、図３Ｂで
は、第１～第３のセグメント３１３Ａ～３１３Ｃの間隔は第１および第２の面３０８Ａ～
３０８Ｂの間隔よりも比較的均一である。一例では、第３のセグメント３１３Ｃは第１お
よび第２のセグメント３１３Ａ～３１３Ｂよりも誘電体室３０７内で比較的奥まった位置
に配置することができる。同様に、第１のセグメント３１３Ａは第２のセグメント３１３
Ｂよりも誘電体室内で奥まった位置に配置することができるが、第３のセグメント３１３
Ｃほど奥ではない。一例では、第１、第２、および第３のセグメント３１３Ａ～３１３Ｃ
の深さをずらすことによって、（たとえば、漏れ磁場効果による）隣接区域間の不所望の
結合も低減させることができる。このような不所望の結合は通常、アンテナの入力インピ
ーダンスの容量を増大させ、アンテナに流れる電流を少なくとも部分的に「ショート」さ
せてアンテナの有効長または放射効率を低下させる可能性がある。
【００２４】
　図４Ａ～図４Ｂは、装置の例、たとえば、特定の形状または構成を有する螺旋状導体４
１０Ａ～４１０Ｂを含むことができる図１～図２の例の装置の一部を概略的に示す。図４
Ａの例では、螺旋状導体（たとえば、図１～図２、図３Ａの例に示されるアンテナ１１０
、２１０、３１０の一部として含まれる螺旋状導体に類似）は、隣接する巻回部間の特定
の距離「ｄ１」を含むことができる。螺旋状導体４１０Ａは、特定の横幅「ｗ１」を有す
る導体を含むことができる。図４Ａの例では、距離「ｄ１」は螺旋状導体４１０Ａの経路
に沿って比較的均一（たとえば一定）にすることができる。図４Ａでは、横幅「ｗ１」は
、螺旋状導体４１０Ａの経路に沿って先細にする（あるいはその他特定のまたは制御され
た形で変動させる）ことができる。
【００２５】
　同様に、図４Ｂは、横幅「ｗ２」が螺旋状導体４１０Ｂの経路に沿って先細になる（あ
るいは、それ以外の特定のまたは制御された方法で変動し）が、螺旋状導体の隣接する巻
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回部４１０Ｂ間の距離「ｄ２」が比較的均一である例を示す。こうした横幅の先細化およ
び分離間隔の先細化のうちの一方または両方を少なくとも部分的に利用することによって
、螺旋状導体４１０Ａを含むアンテナの１つ以上の所望の電気的性能特徴を調節または提
供することができる。たとえば、このような調節を利用して、特定の入力インピーダンス
、特定のアンテナゲイン、特定の指向性、またはアンテナに沿った特定の電流分布などを
提供することができる。
【００２６】
　図５Ａ～図５Ｃは、螺旋状導体を含む植込み型アンテナ５１０の少なくとも一部の例を
概略的に示す。図５Ａの例では、アンテナ５１０は、平衡錘（たとえば、反射体）として
導電領域５０５を使用するなどしてモノポールとすることができる。一例では、植込み型
アンテナは、図５Ａ～図５Ｃに示すアンテナ５１０と同様の２つの（またはそれ以上の）
類似の螺旋状導体を使用するなどして、ダイポールアンテナ（または別のアンテナタイプ
）を含むことができる。このようなダイポールの例では、導電領域５０５などの平衡錘を
含める必要がない。
【００２７】
　アンテナ５１０は、螺旋状導体の最初の巻回部における第１のセグメント５１０Ａに関
して図５Ｂに示すような横幅「ｗ」を有する断面を含むことができる。図５Ａ～図５Ｃの
例では、横幅「ｗ」は、図５Ｂの第１のセグメント５１０Ａに関して示される断面の側壁
高さ「ｈ」よりも大きい。特定の分離距離「ｄ」を、螺旋状導体の隣接する巻回部間、た
とえば図５Ｂに示されるように、螺旋状導体の第１の巻回部の第１のセグメント５１０Ａ
と第２の巻回部の第２のセグメント５１０Ｂとの間に設けることができる。
【００２８】
　本発明者らは、特に、電流打消しや漏れ磁場効果などの様々な不所望の作用を各種手法
を用いて低減または排除することができると認識している。このような手法により、図５
Ａ～図５Ｃに示すような特徴を備えていないアンテナに比べて間隔「ｄ」を低減すること
ができる。このように間隔「ｄ」を低減することで、図５Ａ～図５Ｃに示すような特徴を
備えていないアンテナよりも（たとえば、容量分析で、または表面積で）小型なアンテナ
５１０を提供することができる。たとえば、図５Ａ～図５Ｃに示すような螺旋状導体形状
を使用することによって、アンテナが第１の共振モードで動作する際に隣接区域（たとえ
ば、セグメント５１０Ａ～５１０Ｃ）の瞬間電流が通常同一方向に流れるため、図３Ｂの
蛇行形状の使用よりも電流打消しを低減することができる。
【００２９】
　別の手法は、漏れ磁場５９９（たとえば、隣接区域間の容量結合を表す電場）による隣
接セグメント間の相互作用を低減するため、第３のセグメント５１０Ｃを領域５１０Ｄに
配置するなどして、アンテナ５１０の隣接セグメントまたは隣接巻回部の深さをずらすこ
とができる。このようなセグメント５１０Ｃの位置の変更の結果、アンテナ５１０は完全
な平面状ではなくなるが、セグメント５１０Ｃの領域５１０Ｄへの位置変更はアンテナ５
１０の面の総表面積と比較して「ｏ」で表されるほどごく小さいために、上記アンテナは
いまだに略平面状である。たとえば、図５Ａは、アンテナ５１０が「巻き回される」仮想
軸５５０に沿った面を表すことができる。寸法「ｏ」は仮想軸５５０に沿った、アンテナ
の隣接する「巻回部」間の深さのオフセットを表すことができる。一例では、仮想軸５５
０に沿ったアンテナ５１０の総深さは、少なくともアンテナ５１０の径または最大線寸法
「ｌ」よりも小さくすることができる。
【００３０】
　さらに別の手法は、ワイヤまたは円形断面を用いる代わりに、リボン状断面、たとえば
図５Ａ～図５Ｃに示されるような矩形断面やその他の非円形断面を含むアンテナ５１０を
用いることを含むことができる。本発明者らは、特に、リボン断面を用いる螺旋状導体を
含むアンテナ５１０が、図５Ａ～図５Ｃに示されるように、対応する螺旋状アンテナまた
はワイヤアンテナよりも小型化することができると認識している。たとえば、幅「ｗ」の
「太い」側部が相互に向き合うように配置される場合と比較して、薄い方の側壁が相互に
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隣接するようにリボン導体を配向させる場合、隣接セグメント間の漏れ磁場５９９の相互
作用を低減させることができる。
【００３１】
　図９、図１０Ａ～図１０Ｂ、図１１～図１８、図１９Ａ～図１９Ｂ、図２０Ａ～図２０
Ｂ、および図２１Ａ～図２１Ｂの例は、大きさ「ｗ」、「ｈ」、「ｄ」、および「ｓ」を
含む各種物理的パラメータ間の相互作用を概略的に示す。例示の例では、アンテナ５１０
が４００ＭＨｚ辺りの特定の周波数範囲で電磁的な情報の無線伝送に使用される場合、幅
「ｗ」は約３４ミル（０．０３４インチ）～約５０ミル（０．０５０インチ）の範囲、ま
たはその他の幅を取ることができる。概して、側壁高さ「ｈ」は上述した理由により小さ
く維持することができる、厚さはさほど小さくならないため表面粗さが不所望に抵抗を増
大させる可能性がある。例示の例では、リボン厚（たとえば、側壁高さ「ｈ」）は所望の
動作周波数での電流の「侵入度」より大きくすることができる。約４００ＭＨｚで、侵入
度は約１ミル（０．００１インチ）である。よって、上記の４００ＭＨｚの例では、約０
．１ミル（０．０００１インチ）以下の表面粗さを特定することができる。
【００３２】
　例示の例では、螺旋状導体の隣接する巻回部間の距離「ｄ」は、自由空間（たとえば空
気）または様々な組織媒体中の両方において、４００ＭＨｚ辺りの特定の周波数範囲で一
定性能を提供するために約１５ミル（０．０１５インチ）～約２０ミル（０．０２０イン
チ）、またはその他の距離を取ることができる。アンテナ５１０は隣接する巻回部間の間
隔を狭めてより小型化することができるが、このような狭い間隔はより高いクオリティフ
ァクタ「Ｑ」につながり、隣接する巻回部間の間隔がより広いアンテナに比べて使用可能
な帯域幅が狭くなるおそれがある。
【００３３】
　図５Ｃの例では、アンテナ５１０は、螺旋状導体の短い側壁が近傍の導電領域５０５と
略平行になるように配向される。導電領域５０５は交流電流信号用の「接地」電位にある
ため、セグメント５１０Ｅと導電領域５０５との間の分離距離「ｓ」を維持して、導電領
域によるアンテナ５１０への不所望の加重を避けることができる。隣接区域に関して上述
したのと同様、短側壁が導電領域５０５に隣接するようにセグメント５１０Ｅを配向させ
ることによって、アンテナが円形（たとえば、ワイヤ）断面を有する場合、あるいは広い
方の部分が導電領域５０５に最も近づくようにアンテナセグメント５１０Ｅが９０度回転
させられる場合、より小さな分離距離「ｓ」を可能にすることができる。よって、アンテ
ナ５１０とＩＭＤの導電ハウジングなどの隣接導電構造間の特定のオフセット距離を維持
しつつ、ＩＭＤ用のヘッダ後部など、誘電体室内の物理的に拘束された領域にアンテナ５
１０を「しまい込む」ことができる。
【００３４】
　図６Ａ～図６Ｃは、たとえば、特定の移行部を用いて機械的および電気的に接続される
第１の導電性セグメントと第２の導電性セグメントとを含む図１～図２、図３Ａ～図３Ｂ
、図４Ａ～図４Ｂ、または図５Ａ～図５Ｃの例に示されるような植込み型アンテナの少な
くとも一部の例を概略的に示す。
【００３５】
　図１、図２、図３Ａ、および図４Ａ～図４Ｂの例は、螺旋状導体を含むことのできるＩ
ＭＤ用アンテナを概略的に示す。しかしながら、螺旋状導体は、すべての巻回部にとって
同一である、または各巻回部内の隣接セグメント間のすべての接合部にとって同一である
屈曲部、放射状部、または移行部を巻回部毎に含む必要がない。図６Ａの例では、リボン
状導体などの第１のセグメント６９６Ａは、９０度角部６９８Ａを用いて第２のセグメン
ト６９７Ａに移行させることができる。図６Ｂの例では、第１のセグメント６９６Ｂは、
「切断された」角部６９８Ｂを介して第２のセグメント６９７Ｂに移行させることができ
る。図６Ｃの例では、第１のセグメント６９６Ｃは、放射状移行部６９８Ｃを用いて第２
のセグメント６９７Ｃに移行させることができる。一例では、動作周波数が上昇するにつ
れ（たとえば、動作波長が短くなるにつれ）、図６Ａ～図６Ｂにそれぞれ示されるように
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鋭角角部６９８Ａまたは切断角部６９８Ｂが含まれている場合、電流内のパワー一括化ま
たは集中が生じる場合がある。たとえば、電流大きさの不所望のピークを回避するため、
螺旋状導体を含む植込み型アンテナの最初の巻回部または最外の巻回部では、図６Ｃの放
射状移行部を使用することができる。逆に、一例では、螺旋状導体パターンの中心に向か
う１つ以上の内側巻回部に高い電流密度を提供するため、図１９Ａ～図１９Ｂ、図２０Ａ
～図２０Ｂ、または図２１Ａ～図２１Ｂの例に示されるように、より急峻な移行を使用す
ることができる。１つ以上の内側巻回部におけるこのような高電流密度は放射効率を高め
ることができ、外側巻回部の急峻部６９８Ａまたは切断部６９Ｂを回避することで、アン
テナの入力インピーダンスへの抵抗の不所望な増加を防止する。
【００３６】
　図７Ａ～図７Ｄは、平面螺旋状パターンを提供する面状導体のパターニングまたはエッ
チングや、平面螺旋状パターンの特定の構成への折畳みまたは形成などの、図１～図２、
図３Ａ、図４Ａ～図４Ｂ、または図５Ａ～図５Ｃの例に示されるような螺旋状導体の製造
方法を概略的に示す。図７Ａでは、導電材料７０１のシート（たとえば、金属シートなど
）を設けることができる。このような材料７０１は、アルミニウム、鋼鉄、ステンレス鋼
、生体適合合金（たとえば、白金－イリジウムまたは別の材料）、および形状記憶材料（
たとえば、ニッケル－チタン合金またはその他の材料）のうちの１つ以上を含むことがで
きる。一例では、たとえば図７Ｂに示されるような略平面状の螺旋状導体７０２を設ける
ため、植込み型アンテナの１つ以上の部分を、パターニング、エッチング、切断、打ち抜
き、またはそれ以外の方法で導電材料７０１のシートから形成することができる。一例で
は、このような導体７０２は、パターンの形状によって決定されるセグメントの横幅と、
シート材７０１の厚さによって決定されるセグメントの側壁高さとを含むリボン状断面を
有することができる。
【００３７】
　一例では、材料７０１は導電材被覆誘電材料とすることができる。たとえば、材料７０
１は、被覆可撓性基板や剛体誘電体基板などの、銅、アルミニウム、金、白金、および１
つ以上の金属あるいは合金のうちの１つ以上を含むことができる。一例では、誘電体基板
は、ポリイミド、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、発泡ＰＴＦＥ（ｅＰＴＦＥ
）、ポリエーテル－エーテル－ケトン（ＰＥＥＫ）、熱可塑性ポリウレタン、エポキシ樹
脂、ガラスエポキシ積層体、および１つ以上のその他の可撓性材料あるいは剛体材料のう
ちの１つ以上を含むことができる。このような被覆例では、材料７０１は、導体７０２と
同様、たとえば、プリント回路板（ＰＣＢ）またはプリント配線板（ＰＷＢ）の製造に通
常使用される１つ以上の工程または手法を用いて、所望の導体形状にエッチングまたはパ
ターニングすることができる。
【００３８】
　一例では、導体７０２は、図７Ｃに示すように仮想軸７０３を中心に折り畳むなどして
、折り畳み、屈曲させ、あるいはそれ以外の方法で所望の２次元または３次元構成に形成
して、特定の構成を有する植込み型アンテナ７１０を提供することができる。図７Ｄの例
では、植込み型アンテナ７１０は第１の略平面部７０５と第２の略平面部７０４を含むこ
とができる。第１および第２の部分７０４～７０５のうちの１つまたはその両方は、誘電
材料（たとえば、ＩＭＤの一部として含まれる誘電体室）にオーバモールドされるか装着
されるか挿入されるかあるいはそれ以外の方法で接続されるため、第１および第２の部分
７０４～７０５のうちの１つまたはその両方は誘電材料の面に沿って略平行に延在する。
一例では、導体７０２は、図８およびその他の場所の例に示されるように２つ以上の軸に
沿って折り畳むことができる。一例では、図７Ａ～図７Ｄの例に示される手法と同様の１
つ以上の手法を用いることができるが、図３Ｂの例に示されるように、その代わりに蛇行
アンテナ導体パターンを含むことができる。
【００３９】
　図８Ａ～図８Ｃは、モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことのできる装置
の例を概略的に示す。一例では、ＩＭＤは第１の誘電体部８０７Ａと第２の誘電体部８０
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７Ｂを含むことができる。第２の誘電体部８０７Ｂは、導電ハウジングへの装着用に構成
されたＩＭＤのヘッダを含むことができる。たとえば、ヘッダは、１つ以上の植込み型リ
ードアセンブリに１つ以上の機械的または電気的接続を提供することができ、螺旋状導体
８１０を含む植込み型アンテナはヘッダの未使用部分に配置することができる。
【００４０】
　一例では、第１の誘電体部８０７Ａは、螺旋状導体８１０を収容する寸法と形状を有す
る内向き表面を含む誘電体シェルとすることができる。たとえば、第１の部分８０７Ａは
、製造中に不所望に螺旋状導体８１０が変形するのを避けるため、螺旋状導体８１０にと
って望ましい間隔または形状を提供または維持するように１つ以上の空洞、スロット、棒
（ｓｔａｋｅ）、リッジ、またはその他の構造を含むことができる。
【００４１】
　図８Ａの例では、第１の誘電体部８０７Ａは、２つの略平行な内面（たとえば、縦側壁
）と２つの略平行な内面間に延在する部分（たとえば、後部）とを有し、「ｕ」状シェル
を設けるように構成することができる。一例では、螺旋状導体８１０は、たとえば射出（
たとえば、インサート成形工程）を用いてＵ状の第１の誘電体部８０７Ａの内向き表面に
導入する、あるいはその他の方法で装着することができる。
【００４２】
　図８Ｂ～図８Ｃの例では、その後、螺旋状導体８１０と第１の誘電体部８０７Ａの組み
合わせは、（たとえば、シリコーンを含む医療用接着剤を用いる、あるいはオーバモール
ド工程、または１つ以上のその他の手法を用いることによって）第２の誘電体部８０７Ｂ
の所望の位置に装着することができる。たとえば、図８に示されるようなモジュール式ア
センブリ手法を使用することで、螺旋状導体８１０とＩＭＤの導電ハウジング８０５との
間の所定の分離距離を提供することができる。
【００４３】
　図９は、誘電材料９０７内に配置される負荷部９１０Ａと螺旋状導体部９１０Ｂとを備
える植込み型アンテナを含むことのできる装置９００の例を概略的に示す。一例では、誘
電体室９０７は、上述の例で説明したように、植込み型リードアセンブリを収容するよう
に構成されるリード孔９７０を含むＩＭＤハウジングに装着されたヘッダであってもよい
。図９の例では、負荷部９１０Ａは、植込み型アンテナの入力インピーダンスを調節して
、特定の動作周波数の範囲内で特定の入力インピーダンス範囲を実現するように、螺旋状
導体部９１０Ｂとは異なる導体断面を含むことができる。たとえば、螺旋状導体部９１０
Ｂは、自由空間と比較的大きな容量性成分を含む生体内の両方において入力インピーダン
スを提供することができる。負荷部９１０Ａは、このような入力インピーダンスの容量性
成分を少なくとも部分的に低減するために使用することができる。一例では、負荷部９１
０Ａは、ＩＭＤのハウジングに対して垂直に配向されたコイル、螺旋、導電性セグメント
などの１つ以上のその他の導体形状または構成、あるいは１つ以上のその他の導体形状、
断面、または配向を含むことができる。一例では、螺旋状導体部９１０Ｂは、その代わり
に図３Ｂの例に示される蛇行導体などの１つ以上のその他の導体形状と置き換えることが
できる。
【００４４】
　図９の例では、螺旋状導体部の１つ以上の隣接セグメントは、図５Ａ～図５Ｃの例で説
明したように、深さを互いに相殺すなわちオフセットさせることができる。たとえば、こ
のような深さの相殺は、一部には漏れ磁場効果による不所望の隣接セグメント間の容量性
相互作用の低減に役立てることができる。
【００４５】
　図１０Ａ～図１０Ｂは、螺旋状導体を含むことができる植込み型アンテナ１０１０を含
む装置１０００の例を概略的に示す。図１０Ａ～図１０Ｂの例では、螺旋状導体は、誘電
体室１００７内（たとえば、ＩＭＤのヘッダ）、たとえば、リード孔１０７０またはそれ
に関連する機械的特徴またはその近傍によって占められることのない領域（たとえば、リ
ードコネクタアセンブリと対応する１つ以上の接点から離して、あるいは止めネジアセン
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ブリなどから離して）に配置することができる。一例では、図１０Ｂに示すように、近傍
領域１０１６に示されるように、アンテナ１０１０は、アンテナ１０１０の導体とＩＭＤ
のハウジングなどの近傍の導体との間で特定の分離距離が保持されるように形成または成
形することができる。このような構成は、斜線領域１０１７Ａ～１０１７Ｂに示される部
分を含むアンテナに比べて、ハウジングによるアンテナ１０１０の電気的加重を低減する
ことができる。
【００４６】
　図１１～図１８は、螺旋状導体を含む植込み型アンテナ１１１０、１２１０、１３１０
、１４１０、１５１０、１６１０、１７１０、または１８１０を含むことのできる装置の
様々な例を概略的に示し、螺旋状導体は特定の動作周波数の範囲内で特定の電気的動作特
徴を提供するような寸法と形状を有し、例はＩＭＤの一部として含まれるような各種誘電
体室とハウジング構成を含む。
【００４７】
　図１１～図１８の例では、ＩＭＤハウジング１１０５、１２０５、１３０５、１４０５
、１５０５、１６０５、１７０５、または１８０５は、たとえば１つ以上の回路アセンブ
リを含む気密レーザ溶接チタン筐体などの導電部を含むことができる。このような回路ア
センブリは、誘電体室１１０７、１２０７、１３０７、１４０７、１５０７、１６０７、
１７０７、または１８０７内またはその一部として配置されるコネクタアセンブリ１１７
０、１２７０、１３７０、１４７０、１５７０、１６７０、１７７０、または１８７０を
介して、１つ以上の植込み型リードアセンブリに接続される１つ以上の電気刺激または生
理学的感知回路を含むことができる。図１１～図１８の例では、各種誘電体室構成を使用
する、たとえば、何個の植込み型リードアセンブリが使用されるか（もしあれば）によっ
て決定することができる。また、各自のリードアセンブリに含まれる多数の電極または多
数のリードワイヤは、ある誘電体室１１０７、１２０７、１３０７、１４０７、１５０７
、１６０７、１７０７、または１８０７から別の誘電体室まで変動することができる。た
とえば、多極リードコネクタは、（たとえば密閉フィルタ処理貫通アセンブリを介して）
ハウジング内の回路の各種電気入力または出力に接続される導体との接続部を誘電体室１
１０７、１２０７、１３０７、１４０７、１５０７、１６０７、１７０７、または１８０
７内に設けることができる。また、本発明者らは、誘電体室１１０７、１２０７、１３０
７、１４０７、１５０７、１６０７、１７０７、または１８０７内の未使用空間に「しま
い込まれる」螺旋状導体構成でアンテナを使用することによって、共通のアンテナ設計を
様々な誘電体室またはハウジング構成に関して使用して、製造の複雑性を低減する、ある
いは設計の柔軟性を高めることができることを認識している。
【００４８】
　図１１～図１８の例では、螺旋状導体の１つ以上の物理的パラメータは、たとえば特定
の動作周波数の範囲内で特定の電気的動作特徴を提供するように調節することができる。
図５Ａ～図５Ｃの例と同様、螺旋状導体の巻回部の数、螺旋状導体の横幅、螺旋状導体の
側壁高さ、螺旋状導体の隣接する巻回部間の分離距離、螺旋状導体に沿った経路長、アン
テナ１１１０、１２１０、１３１０、１４１０、１５１０、１６１０、１７１０、または
１８１０の総表面積、アンテナ１１１０、１２１０、１３１０、１４１０、１５１０、１
６１０、１７１０、または１８１０を包囲する寸法の仮想球体の径、あるいはアンテナ１
１１０、１２１０、１３１０、１４１０、１５１０、１６１０、１７１０、または１８１
０に沿った端部と先頭位置との間の分離距離は、アンテナ１１１０、１２１０、１３１０
、１４１０、１５１０、１６１０、１７１０、または１８１０の各種電気的特徴に影響を
及ぼすことができる。このような電気的特徴は、自由空間（たとえば、空気）における、
または組織への植込み後の、総放射電力（ＴＲＰ）、放射効率、指向性、または入力イン
ピーダンスを含むことができる。たとえば、ＴＲＰは１ミリワットなどの基準出力レベル
に対して判定し、デシベル（たとえば、対数）単位（たとえば、ｄＢｍ）でシミュレート
または測定することができる。同様に、指向性は、等方性放射体に対して判定し、デシベ
ル単位（たとえば、ｄＢｉ）でシミュレートまたは測定することができる。
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【００４９】
　図１１～図１８の例は、たとえば、ドイツ、ダルムシュタット、Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓ
ｉｍｕｌａｔｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、ＣＳＴ　ＡＧ社製の電磁モデリングソフト
ウェアパッケージ（たとえば、Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ｓｔｕｄｉｏ（登録商標））を用い
てシミュレートすることができる。たとえば下記表１は、各種アンテナ１１１０、１２１
０、１３１０、１４１０、１５１０、１６１０、１７１０、または１８１０の電気的性能
特徴を評価するために図１１～図１８の例で実行したシミュレーション結果を示す。同様
に、表２は、表１で提供した各種例に対応する各種アンテナ導体の寸法を概略的に示す。
【００５０】
【表１】

【００５１】
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【表２】

　図１９Ａ～図１９Ｂ、図２０Ａ～図２０Ｂ、図２１Ａ～図２１Ｂは、螺旋状導体１９１
０Ａ、２０１０Ａ、または２１１０Ａを含む植込み型アンテナ１９１０Ｂ、２０１０Ｂ、
または２１１０Ｂを含むことができる装置１９００、２０００、または２１００の実施例
を概略的に示し、螺旋状導体は特定の動作周波数範囲内で特定の電気的動作特徴を提供す
るような寸法と形状に設定され、実施例は各種誘電体室およびハウジング構成を含む。図
１９Ａ～図１９Ｂ、図２０Ａ～図２０Ｂ、および図２１Ａ～図２１Ｂの例では、螺旋状導
体１９１０Ａ、２０１０Ａ、または２１１０Ａは（図７Ａ～図７Ｃまたはその他の場所に
示されるように）エッチングする、打ち抜きする、あるいはそのほかの方法で形成して、
リボン状の導体断面を含むような略平面状の導体を提供することができる。螺旋状導体１
９１０Ａ、２０１０Ａ、または２１１０Ａの部分１９１９、２０１９、または２１１９は
、たとえばアンテナ１９１０Ｂ、２０１０Ｂ、または２１１０ＢとＩＭＤのハウジング１
９０５、２００５、または２１０５内の回路との間で電気的接続が行われるように、電気
的な装着または結合点を提供するような寸法と形状を有することができる。
【００５２】
　一例では、アンテナ１９１０Ｂ、２０１０Ｂ、または２１１０Ｂは、第１のリード孔１
９７０、２０７０、または２１７０などの、１つ以上の植込み型リードアセンブリ用の１
つ以上の電気コネクタから離して誘電体室１９０７、２００７、または２１０７内に位置
する所望の構成に折り畳む、あるいはその他の方法で形成することができる。一例では、
図１９Ｂ、図２０Ｂ、および図２１Ｂに示されるように、アンテナ１９１０Ｂ、２０１０
Ｂ、または２１１０Ｂは、たとえば、室内の特定の深度を維持するため、あるいはハウジ
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ング１９０５、２００５、または２１０５とアンテナ１９１０Ｂ、２０１０Ｂ、または２
１１０Ｂとの間の特定の分離距離を維持するため、誘電体室１９０７、２００７、２１０
７のうちの１つ以上の外面の輪郭に略一致させることができる。
【００５３】
　図２０Ｂの例では、アンテナ２０１０Ｂは、図１９Ｂの例に比べてハウジング２００５
からわずかに遠くに間隔をおいて配置される。同様に、図２１Ｂの例では、アンテナ２１
１０Ｂは図１９Ｂおよび図２０Ｂの例に比べてリードコネクタ、たとえば第１のリード孔
２１７０からわずかに遠くに間隔をおいて配置される。表３は、図１９Ｂ、図２０Ｂ、お
よび図２１Ｂのアンテナ１９１０Ｂ、２０１０Ｂ、および２１１０Ｂに対応する各種アン
テナのシミュレーション結果および物理的寸法を概略的に示す。図２０Ｂ～図２１Ｂの例
では、隣接する巻回部間の間隔「ｄ」をアンテナ２０１０Ｂまたは２１１０Ｂの経路に沿
って先細化あるいは変動させることができ、この値の範囲を表３に示す。
【００５４】
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【表３】

　図２２は、前述の図面の例のうち１つ以上で示されるように、植込み型テレメトリアン
テナを含む植込み型医療装置を提供することを２２０２で含むことができる手法２２００
の例を概略的に示す。２２０４で、手法２２００は、ＩＭＤの一部として含まれる植込み
型アンテナのために植込み型テレメトリアンテナを用いて電磁的に情報を無線伝送するこ
とを含むことができる。
【００５５】
　図２３Ａ～図２３Ｂは、モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことができる
装置の例を概略的に示す。図２３Ａの例では、誘電体コア２３８０は、エポキシまたはウ
レタン化合物を用いて射出成型するなどして形成することができる。誘電体コア２３８０
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の一部は、１つ以上の止めネジブロックまたはその他の構造を含むようにインサート成形
する、あるいはそれ以外の方法で形成することができる。たとえば、螺旋状導体２３１０
は、上述の例で記載されるようにアンテナの一部を形成することができる。誘電体コア２
３８０の一部は、螺旋状導体２３１０を機械的に保持するように射出成型する、あるいは
接合することができる。次に、誘電体室２３０７は、たとえば植込み型アセンブリを提供
するため、誘電体コア２３８０と螺旋状導体２３１０とを含むようにオーバモールドする
、あるいはその他の方法で形成することができる。たとえば、図２３Ｂに示す植込み型ア
センブリは、リード空洞または「孔」２３７０を介して、１つ以上の植込み型リードに電
気的または機械的接続を提供するためヘッダを含むことができる。次いで、このようなヘ
ッダは上述の例に記載するように、植込み型医療装置ハウジングに機械的に装着すること
ができる。図２３Ａ～図２３Ｂの例では、誘電体コアはコア２３８０の側壁領域のように
、２つの略平行な面部を含むことができる。螺旋状導体は、図２３Ａ～図２３Ｂに示され
るように２つの略平行な面の一部に沿って延在するように一致させる、あるいはその他の
方法で成形することができ、螺旋状導体２３１０の中央部はコア２３８０の２つの側壁領
域間を延在する第３の面を含むコア２３８０の表面に沿って延在することができる。この
ような構成は、誘電体室２３０７内で利用可能な体積を効率的に使用しつつ、より全方向
的なアンテナ構成を提供する。一例では、誘電体コア２３８０は、たとえば、１つ以上の
その他の作製ステップの成形動作前、中、または後に螺旋状導体２３１０を保持または固
定するために、１つ以上の溝または棒を含むことができる。棒の例では、螺旋状導体２３
１０は、穴または１つ以上のその他の構造を含むことができ、たとえば、棒が押圧された
または変形させられた後、棒は音響エネルギー、熱、または１つ以上のその他の手法を用
いて、螺旋状導体２３１０を貫通する、あるいはそれ以外の形で螺旋状導体２３１０を保
持することができる。
【００５６】
　図２４Ａ～図２５Ｂは、モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことのできる
装置の例を概略的に示す。図２４Ａの例では、図２３Ａの例と同様、誘電体コア２４８０
は、１つ以上の止めネジブロックまたはその他の構造を含むように射出成型する、あるい
はインサート成形するなどして形成することができる。次に、誘電体室２４０７Ａは誘電
体コアの周囲にオーバモールドする、あるいはその他の方法で形成することができる。図
２３Ａ～図２３Ｂの例とは異なり、モジュール式植込み型アンテナアセンブリは図８Ａ～
図８Ｃの例と同様に形成することができる。たとえば、誘電体室２４０７Ａは、空洞、溝
、または誘電体シェル２４０７Ａを装着することのできる一般領域を含むことができる。
一例では、誘電体シェル２４０７Ａは外向き部と内向き部を含む「Ｕ」状にすることがで
きる。図２４Ａの例では、螺旋状導体２４１０（たとえば、植込み型アンテナアセンブリ
の一部）は誘電体シェル２４０７Ａの内向き部に配置することができる。一例では、誘電
体シェル２４０７Ａは、たとえばアンテナ２４１０を保持するため、螺旋状導体２４１０
の周囲でインサート成形することができる。次いで、図２４Ｂの例では、図８Ａ～図８Ｃ
の例と同様、誘電体シェル２４０７Ａと螺旋状導体２４１０の組み合わせを誘電体室２４
８０に装着して螺旋状導体２４１０を固定することができる。上記例と同様、誘電体室は
、リード孔２４７０を介して１つ以上の植込み型リードに電気的または機械的接続を提供
するように構成されるヘッダとすることができる。上記および下記の例すべてで、誘電体
室２４８０は、体積全体を通じて均一である、あるいは誘電性を有する必要はない。たと
えば、図２４Ｂでは、１つ以上の止めネジブロック、接続ワイヤ、またはその他の構造を
誘電体室内に含めることができる。一例では、誘電体室２４８０の一部は中空とする、あ
るいは空洞または溝を含むことができる。このような空洞または溝は当初開放することが
できるが、後で、１つ以上の内部電気的または機械的接続後、または誘電体シェル２４０
７Ａの誘電体室２４８０への装着後、接着剤、裏込材、または１つ以上のその他の材料な
どの誘電材料で充填またはオーバモールドすることができる。
【００５７】
　図２５Ａ～図２５Ｂは、モジュール式植込み型アンテナアセンブリを含むことのできる
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装置の例を概略的に示す。図２５Ａでは、誘電体コア２５８０は、空洞または溝を含むよ
うに成形する、あるいはその他の方法で作成することができる。空洞または溝は、たとえ
ば螺旋状導体２５１０を保持または整列させるため、螺旋状導体２５１０を補完するよう
な寸法と形状にすることができる。一例では、コア２５８０は螺旋状導体２５１０の一部
の周囲にインサート成形することができる。一例では、コアは棒またはその他の構造を含
むことができる。このような棒またはその他の構造は、螺旋状導体２５１０をコアに装着
するのに使用することができる。図２５Ｂの例では、誘電体室２５０７は誘電体コア２５
８０と螺旋状導体２５１０を含むことができる。たとえば、誘電体室２５０７は、誘電体
コア２５８０をオーバモールドする、あるいはコア２５８０および螺旋状導体２５１０を
備えるアンテナアセンブリを誘電体室２５０７内の空洞に配置した後、空洞の残りの空間
を医療用接着剤または１つ以上のその他の化合物で埋め戻すことによって形成することが
できる。誘電体室２５０７は、たとえばリードコネクタ２５７０を介して植込み型リード
用インタフェースを提供するため、止めネジブロックまたはその他の機械的または電気的
接続部などの１つ以上のその他の構造を含むことができる。
【００５８】
　図２３Ａ～図２３Ｂ、図２４Ａ～図２４Ｂ、および図２５Ａ～図２５Ｂの例では、図８
Ａ～図８Ｃの例と同様、モジュール式アンテナアセンブリを作製することができ、たとえ
ば特定の使用位置（たとえば、特定の周波数範囲での使用、または特定モデルの植込み型
医療装置との使用）に合わせて調節することができる。このようなモジュール式アセンブ
リにより、特定の植込み型医療装置アセンブリで使用できるようにアンテナ構成を特定ま
たは選択することができる（たとえば、製造中に特定のアンテナアセンブリを対にして、
所望の植込み型医療装置構成とする）。また、このようなモジュール式設計は、螺旋状導
体などのアンテナアセンブリに、残りの誘電体室設計を変更せずに修正を加えて、開発コ
ストを節減することができる。
【００５９】
　［実施例］
　実施例１は、植込み型医療装置を備える主題（装置など）を含む。前記植込み型医療装
置は、ハウジングと、前記ハウジング内に収容される植込み型テレメトリ回路と、前記ハ
ウジングに機械的に接続され、第１および第２の略平行な表面部と前記第１および第２の
表面部の間に延在する第３の表面部とを含む誘電体室と、前記誘電体室内に少なくとも部
分的に位置する植込み型テレメトリアンテナと、を備える。実施例１では、前記植込み型
テレメトリ回路は前記植込み型テレメトリアンテナに電気的に接続され、前記植込み型テ
レメトリアンテナを用いて電磁的に情報を無線伝送するように構成されており、前記植込
み型テレメトリアンテナが前記第１、第２、および第３の表面部に沿って延在する螺旋状
導体部を備えている。
【００６０】
　実施例２において、実施例１の主題は、同心巻回部を含む平面螺旋状パターンを備える
螺旋状導体を任意で含むことができ、前記平面螺旋状パターンは、前記誘電体室の第１お
よび第２の表面部の近傍に前記平面螺旋状パターンのそれぞれ対応する部分が略平行に配
置されるように折り畳まれている。
【００６１】
　実施例３において、実施例１および２のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は、
前記螺旋状導体と前記植込み型テレメトリ回路とに接続される負荷部を備える植込み型テ
レメトリアンテナを任意で含むことができ、前記負荷部は、前記植込み型テレメトリアン
テナの入力インピーダンスを調節することにより、無線情報伝送に用いられる特定の動作
周波数の範囲内で特定の入力インピーダンス範囲を提供するように構成されている。
【００６２】
　実施例４において、実施例１～３のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は、前記
ハウジングの表面に略垂直な導電性セグメントを備える負荷部を任意で備えることができ
、前記負荷部の導電性セグメントは、前記植込み型テレメトリアンテナの入力インピーダ
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ンスの容量部を低減もしくは打ち消すことによって前記植込み型テレメトリアンテナの入
力インピーダンスを調節するように構成されている。
【００６３】
　実施例５において、実施例１～４のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は、前記
植込み型リードとの電気的および機械的接続を提供するように構成されたヘッダを備える
植込み型医療装置の誘電体室を任意で含むことができ、前記植込み型リードは、組織部位
に配置されるように構成された電極を含み、前記電極の部位で組織の電気刺激および活動
の感知のうちの１つまたは両方を提供するべく前記ハウジング内の電子回路に接続されて
いる。
【００６４】
　実施例６において、実施例１～５のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は、前記
植込み型リードと前記電極を任意で含むことができる。
　実施例７において、実施例１～６のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は、側壁
高さよりも横幅が大きな断面を含む螺旋状導体を任意で含むことができる。
【００６５】
　実施例８において、実施例１～７のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は、前記
ハウジングを向いて配置されるとともに、前記ハウジング近傍に位置し前記ハウジングの
表面に略平行な面が前記側壁によって規定されるように配向される螺旋状導体の一部を任
意で含むことができる。
【００６６】
　実施例９において、実施例１～８のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は、特定
の動作周波数の範囲内で特定の入力インピーダンス範囲を提供するために、前記螺旋状導
体の隣接する巻回部間の分離距離が、前記側壁高さよりも前記横幅が大きくない断面を使
用する場合に比べて小さくされる、といった構成を任意で含むことができる。
【００６７】
　実施例１０において、実施例１～９のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は、特
定の動作周波数の範囲内で特定の入力インピーダンス範囲を提供するために、前記植込み
型テレメトリアンテナの総表面積が、前記側壁高さよりも前記横幅が大きくない断面を使
用する場合に比べて大きくされる、といった構成を任意で含むことができる。
【００６８】
　実施例１１は、植込み型医療装置を備える主題（装置など）を含む。前記植込み型医療
装置は、ハウジングと、前記ハウジング内に収容される植込み型テレメトリ回路と、前記
ハウジングに機械的に接続される誘電体室と、前記誘電体室内に少なくとも部分的に位置
する植込み型テレメトリアンテナと、を備え、前記植込み型テレメトリ回路は前記植込み
型テレメトリアンテナに電気的に接続され、前記植込み型テレメトリアンテナを用いて電
磁的に情報を無線伝送するように構成されている。実施例１１では、前記植込み型テレメ
トリアンテナは、前記誘電体室の表面部に沿って延在する螺旋状導体を備え、前記螺旋状
導体は、側壁高さよりも横幅が大きな断面を含み、前記螺旋状導体の巻回部の数、前記螺
旋状導体の横幅、前記螺旋状導体の側壁高さ、前記螺旋状導体の隣接する巻回部間の分離
距離、前記螺旋状導体に沿った経路長、前記植込み型テレメトリアンテナの総表面積、前
記植込み型テレメトリアンテナを包囲する寸法の仮想球体の径、および前記植込み型テレ
メトリアンテナに沿った端部と先頭位置との間の分離距離のうちの１つまたは２つ以上が
使用されて、無線情報伝送に使用される特定の動作周波数の範囲内で特定の入力インピー
ダンス範囲が提供される。
【００６９】
　実施例１２において、実施例１１の主題は、特定の動作周波数の範囲内で特定の入力イ
ンピーダンス範囲を提供するために、前記螺旋状導体の隣接する巻回部間の分離距離が、
前記側壁高さよりも前記横幅が大きくない断面を使用する場合に比べて小さくされる、と
いった構成を任意で含むことができる。
【００７０】
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　実施例１３において、実施例１１～１２のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、特定の動作周波数の範囲内で特定の入力インピーダンス範囲を提供するために、前記植
込み型テレメトリアンテナの総表面積が、前記側壁高さよりも前記横幅が大きくない断面
を使用する場合に比べて大きくされる、といった構成を任意で含むことができる。
【００７１】
　実施例１４において、実施例１１～１３のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、同心巻回部を含む平面螺旋状パターンを備える螺旋状導体を任意で含むことができ、前
記平面螺旋状パターンはその少なくとも一部が前記誘電体室の表面部に平行となるように
折り畳まれている。
【００７２】
　実施例１５において、実施例１１～１４のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記螺旋状導体と前記植込み型テレメトリ回路とに接続される負荷部を含む植込み型テ
レメトリアンテナを任意で含むことができ、前記負荷部は、前記植込み型テレメトリアン
テナの入力インピーダンスを調節することにより、無線情報伝送に用いられる特定の動作
周波数の範囲内で特定の入力インピーダンス範囲を提供するように構成されている。
【００７３】
　実施例１６において、実施例１１～１５のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記ハウジングの表面に略垂直な導電性セグメントを備える負荷部を任意で含むことが
でき、前記負荷部の導電性セグメントは、前記植込み型テレメトリアンテナの入力インピ
ーダンスの容量部を低減もしくは打ち消すことによって前記植込み型テレメトリアンテナ
の入力インピーダンスを調節するように構成されている。
【００７４】
　実施例１７において、実施例１１～１６のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、植込み型リードとの電気的および機械的接続を提供するように構成されたヘッダを備え
る植込み型医療装置の誘電体室を任意で含むことができ、前記植込み型リードは、組織部
位に配置されるように構成された電極を含み、前記電極の部位で組織の電気刺激および活
動の感知のうちの１つまたは両方を提供するべく前記ハウジング内の電子回路に接続され
ている。
【００７５】
　実施例１８において、実施例１１～１７のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記植込み型リードと前記電極とを任意で含むことができる。
　実施例１９において、実施例１１～１８のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記ハウジングを向いて配置されるとともに、前記ハウジング近傍に位置し前記ハウジ
ングの表面に略平行な面が前記側壁によって規定されるように配向される螺旋状導体の一
部を任意で含むことができる。
【００７６】
　実施例２０は、第１および第２の略平行な表面部と前記第１および第２の表面部の間に
延在する第３の表面部とを含む誘電体室と、前記誘電体室内に少なくとも部分的に位置し
、前記第１、第２、および第３の表面部に沿って延在する螺旋状導体部を含む植込み型テ
レメトリアンテナとを備える植込み型医療装置を提供すること、前記植込み型テレメトリ
アンテナを用いて電磁的に情報を無線伝送することを備える主題（たとえば、方法、各種
動作を実行する手段、または装置によって実行されることによりその装置に動作を実行さ
せる命令を含む装置可読媒体）を含むように実施例１～１９のうちの１つまたは任意の組
み合わせの主題を含むか、もしくはその主題と任意で組み合わせられる。
【００７７】
　実施例２１は、植込み型医療装置を備える主題（装置など）を含む。前記植込み型医療
装置は、ハウジングと、前記ハウジング内に収容される植込み型テレメトリ回路と、前記
ハウジングに機械的に接続される誘電体室と、前記誘電体室内に少なくとも部分的に位置
する植込み型テレメトリアンテナと、を備え、前記植込み型テレメトリ回路は、前記植込
み型テレメトリアンテナに電気的に接続され、前記植込み型テレメトリアンテナを用いて
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電磁的に情報を無線伝送するように構成されている。実施例２１では、前記植込み型テレ
メトリアンテナは、前記誘電体室の表面部に沿って延在する螺旋状導体と、前記螺旋状導
体および前記植込み型テレメトリ回路に接続される負荷部とを備え、前記負荷部は前記ハ
ウジングの表面に略垂直な導電性セグメントを備え、前記負荷部の導電性セグメントは前
記植込み型テレメトリアンテナの入力インピーダンスを調節して、無線情報伝送に使用さ
れる特定の動作周波数の範囲内で特定の入力インピーダンス範囲を提供するように構成さ
れている。
【００７８】
　実施例２２において、実施例２１の主題は、同心巻回部を含む平面螺旋状パターンを含
む螺旋状導体を任意で含むことができ、前記平面螺旋状パターンは、該平面螺旋状パター
ンの一部が前記誘電体室の表面部近傍で該表面部に略平行に配置されるように折り畳まれ
ている。
【００７９】
　実施例２３において、実施例２１～２２のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、第１および第２の略平行な表面部と前記第１および第２の表面部の間に延在する第３の
表面部とを含む誘電体室と、前記第１、第２、および第３の表面部に沿って延在する螺旋
状導体部を含む植込み型テレメトリアンテナとを任意で含むことができる。
【００８０】
　実施例２４において、実施例２１～２３のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記植込み型テレメトリアンテナの入力インピーダンスの容量部を調節または打ち消す
ことによって前記植込み型テレメトリアンテナの入力インピーダンスを調節するように構
成された負荷部を任意で含むことができる。
【００８１】
　実施例２５において、実施例２１～２４のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、植込み型リードとの電気的および機械的接続を提供するように構成されたヘッダを備え
る植込み型医療装置の誘電体室を任意で含むことができ、前記植込み型リードは、組織部
位に配置されるように構成された電極を含み、前記電極の部位で組織の電気刺激および活
動の感知のうちの１つまたは両方を提供するべく前記ハウジング内の電子回路に接続され
ている。
【００８２】
　実施例２６において、実施例２１～２５のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記植込み型リードと前記電極を任意で含むことができる。
　実施例２７において、実施例２１～２６のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、側壁高さよりも横幅が大きな断面を有する螺旋状導体を任意で含むことができる。
【００８３】
　実施例２８において、実施例２１～２７のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記ハウジングを向いて配置されるとともに、前記ハウジング近傍に位置し且つ前記ハ
ウジングの表面に略平行な面が前記側壁によって規定されるように配向される螺旋状導体
の一部を任意で含むことができる。
【００８４】
　実施例２９において、実施例２１～２８のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記螺旋状導体の隣接する巻回部間の分離距離が、特定の動作周波数の範囲内で特定の
入力インピーダンス範囲を提供するために、前記側壁高さよりも前記横幅が大きくない断
面を使用する場合に比べて小さくされる、といった構成を任意で含むことができる。
【００８５】
　実施例３０において、実施例２１～２９のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記植込み型テレメトリアンテナの総表面積が、特定の動作周波数の範囲内で特定の入
力インピーダンス範囲を提供するために、前記側壁高さよりも前記横幅が大きくない断面
を使用する場合に比べて大きくされる、といった構成を任意で含むことができる。
【００８６】
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　実施例３１において、実施例２１～３０のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記螺旋状導体の巻回部の数、前記螺旋状導体の横幅、前記螺旋状導体の側壁高さ、前
記螺旋状導体の隣接する巻回部間の分離距離、前記螺旋状導体に沿った経路長、前記植込
み型テレメトリアンテナの総表面積、前記植込み型テレメトリアンテナを包囲する寸法の
仮想球体の径、および前記植込み型テレメトリアンテナに沿った端部と先頭位置との間の
分離距離のうちの１つまたは２つ以上が使用されて、無線情報伝送に使用される特定の動
作周波数の範囲内で特定の入力インピーダンス範囲が提供される、といった構成を任意で
含むことができる。
【００８７】
　実施例３２において、実施例２１～３１のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記螺旋状導体は仮想軸を中心に螺旋状に巻回される第１及び第２の巻線を含み、前記
第１の巻線は前記第２の巻線から前記仮想軸に沿った深さでオフセットされており、前記
仮想軸は前記誘電体室の表面部に略直交しており、前記仮想軸に沿った前記螺旋状導体に
よるアンテナの総深さは、前記螺旋状導体の最外の巻回部によって包囲される表面積の径
または最大寸法より少なくとも小さい値である、といった構成を任意で含むことができる
。
【００８８】
　実施例３３において、実施例２１～３２のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記螺旋状導体が、該螺旋状導体に沿って先細にされた断面横幅および隣接する巻回部
間で先細にされた間隔のうちの１つまたは両方を有する、といった構成を任意で含むこと
ができる。
【００８９】
　実施例３４は、植込み型医療装置を備える主題（装置など）である。前記植込み型医療
装置は、ハウジングと、前記ハウジング内に収容される植込み型テレメトリ回路と、前記
ハウジングに機械的に接続される誘電体室と、前記誘電体室内に少なくとも部分的に位置
する植込み型テレメトリアンテナと、を備え、前記植込み型テレメトリ回路は、前記植込
み型テレメトリアンテナに電気的に接続され、前記植込み型テレメトリアンテナを用いて
電磁的に情報を無線伝送するように構成されており、前記植込み型テレメトリアンテナが
、前記誘電体室の表面部に沿って延在する螺旋状導体と、前記螺旋状導体と前記植込み型
テレメトリ回路とに接続された負荷部とを含み、前記螺旋状導体は、該螺旋状導体に沿っ
て先細にされた断面横幅および隣接する巻回部間で先細にされた間隔のうちの１つまたは
両方を有し、前記負荷部は前記ハウジングの表面に略垂直な導電性セグメントを備え、前
記負荷部の導電性セグメントが、前記植込み型テレメトリアンテナの入力インピーダンス
を調節することにより、無線情報伝送に使用される特定の動作周波数の範囲内で特定の入
力インピーダンス範囲を提供するように構成されている。
【００９０】
　実施例３５は、植込み型医療装置を提供すること、および植込み型テレメトリアンテナ
を用いて電磁的に情報を無線伝送すること、を備える主題（たとえば、方法、各種動作を
実行する手段、または装置によって実行されることによりその装置に動作を実行させる命
令を含む装置可読媒体）であって、前記植込み型医療装置が、第１および第２の略平行な
表面部と前記第１および第２の表面部の間に延在する第３の表面部とを含む誘電体室と、
前記誘電体室内に少なくとも部分的に位置する植込み型テレメトリアンテナとを備え、該
植込み型テレメトリアンテナが、前記誘電体室の表面部に沿って延在する螺旋状導体と、
前記螺旋状導体と前記植込み型テレメトリ回路とに接続される負荷部とを含み、該負荷部
が前記ハウジングの表面に略垂直な導電性セグメントを含み、前記負荷部の導電性セグメ
ントが、前記植込み型テレメトリアンテナの入力インピーダンスを調節することにより、
無線情報伝送に使用される特定の動作周波数の範囲内で特定の入力インピーダンス範囲を
提供するように構成されている、といった主題を含むように実施例１～３４のうちの１つ
または任意の組み合わせの主題を含むことができるか、あるいは当該主題と任意で組み合
わせることができる。
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【００９１】
　実施例３６において、実施例３５の主題は、同心巻回部を含む平面螺旋状パターンを備
える螺旋状導体を任意で含むことができ、前記平面螺旋状パターンは、該平面螺旋状パタ
ーンの一部が前記誘電体室の表面部近傍で該表面部に略平行に配置されるように折り畳ま
れている。
【００９２】
　実施例３７において、実施例３５～３６のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記誘電体室が、第１および第２の略平行な表面部と前記第１および第２の表面部の間
に延在する第３の表面部とを含み、前記植込み型テレメトリアンテナが、前記第１、第２
、および第３の表面部に沿って延在する螺旋状導体部を含むといった構成を任意で含むこ
とができる。
【００９３】
　実施例３８において、実施例３５～３７のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記植込み型テレメトリアンテナの入力インピーダンスの容量部を調節もしくは打ち消
すことによって前記植込み型テレメトリアンテナの入力インピーダンスを調節することを
任意で含むことができる。
【００９４】
　実施例３９において、実施例３５～３８のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記螺旋状導体は側壁高さよりも横幅が大きな断面を有し、前記螺旋状導体の巻回部の
数、前記螺旋状導体の横幅、前記螺旋状導体の側壁高さ、前記螺旋状導体の隣接する巻回
部間の分離距離、前記螺旋状導体に沿った経路長、前記植込み型テレメトリアンテナの総
表面積、前記植込み型テレメトリアンテナを包囲する寸法の仮想球体の径、および前記植
込み型テレメトリアンテナに沿った端部と先頭位置との間の分離距離のうちの１つまたは
２つ以上を用いて前記植込み型テレメトリアンテナの入力インピーダンスを調節すること
により、無線情報伝送に使用される特定の動作周波数の範囲内で特定の入力インピーダン
ス範囲を提供することを備えるといった構成を任意で含むことができる。
【００９５】
　実施例４０において、実施例３５～３９のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記螺旋状導体は、該螺旋状導体に沿って先細にされた断面横幅および隣接する巻回部
間で先細にされた間隔のうちの１つまたは両方を有する、といった構成を任意で含むこと
ができる。
【００９６】
　実施例４１は、植込み型アンテナアセンブリを備える主題（装置など）を含む。前記植
込み型アンテナアセンブリは、第１および第２の略平行な外面部と前記第１および第２の
外面部の間に延在する第３の外面部とを含む誘電体シェルと、前記誘電体シェルの表面上
に前記第１、第２、および第３の外面部に沿って延在する螺旋状導体と、を備え、前記誘
電体シェルおよび前記螺旋状導体が、植込み型医療装置のハウジングに接続されるように
構成された誘電体室に機械的に装着されるように構成されており、前記植込み型アンテナ
アセンブリが、植込み型テレメトリアンテナを用いて電磁的に情報を無線伝送するように
構成された植込み型テレメトリ回路に電気的に接続されるように構成されている。
【００９７】
　実施例４２において、実施例４１の主題は、前記誘電体シェルの内向き表面に沿って延
在するように構成された螺旋状導体を任意で含むことができる。
　実施例４３において、実施例４１および４２のうちの１つまたは任意の組み合わせの主
題は、前記誘電体シェルの外向き表面に沿って延在するように構成された螺旋状導体を任
意で含むことができる。
【００９８】
　実施例４４において、実施例４１～４３のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記誘電体室の少なくとも一部を備える材料によって、前記誘電体室内に少なくとも部
分的に含まれるように構成された誘電体シェルおよび螺旋状導体を任意で含むことができ
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る。
【００９９】
　実施例４５において、実施例４１～４４のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、棒および溝のうちの少なくとも１つを用いて前記螺旋状導体を機械的に保持するように
構成された誘電体シェルを任意で含むことができる。
【０１００】
　実施例４６において、実施例４１～４５のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、変形したときに螺旋状導体の一部を保持するように構成された棒を任意で含むことがで
きる。
【０１０１】
　実施例４７において、実施例４１～４６のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記螺旋状導体を機械的に固定するように構成された誘電体シェルを任意で含むことが
でき、前記誘電体シェルは、該誘電体シェルが前記螺旋状導体の少なくとも一部の周りに
成形される際に、前記螺旋状導体を機械的に固定するように構成されている。
【０１０２】
　実施例４８において、実施例４１～４７のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記誘電体室に接着されて装着される前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体のうちの
一方または両方を任意で含むことができる。
【０１０３】
　実施例４９において、実施例４１～４８のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記ハウジングと、前記ハウジングに機械的に接続されるとともに、前記植込み型アン
テナアセンブリに機械的に接続される前記誘電体室と、前記ハウジング内に収容され、前
記植込み型アンテナアセンブリを用いて電磁的に情報を無線伝送する前記植込み型テレメ
トリ回路とを含む植込み型医療装置を任意で含むことができる。
【０１０４】
　実施例５０において、実施例４１～４９のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、植込み型リードとの電気的および機械的接続を行うように構成されたヘッダを備える前
記植込み型医療装置の誘電体室を任意で含むことができ、前記植込み型リードは、組織部
位に配置されるように構成された電極を含み、前記電極の部位で組織の電気刺激および活
動の感知のうちの１つまたは両方を行うべく前記ハウジング内の電子回路に接続されてい
る。
【０１０５】
　実施例５１において、実施例４１～５０のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記植込み型リードと前記電極を任意で含むことができる。
　実施例５２は、植込み型アンテナアセンブリを備える主題（装置など）を含む。前記植
込み型アンテナアセンブリは、第１および第２の略平行な表面部と、前記第１および第２
の表面部の間に延在する第３の表面部とを含む誘電体コアと、植込み型リードコネクタを
収容する寸法および形状を有する空洞と、前記誘電体コアの外表面上に前記第１、第２、
および第３の表面部に沿って延在する螺旋状導体と、を備える。前記誘電体コアおよび前
記螺旋状導体は、誘電体室内に少なくとも部分的に含まれるように構成されており、前記
植込み型アンテナアセンブリは、植込み型テレメトリアンテナを用いて電磁的に情報を無
線伝送するように構成された植込み型テレメトリ回路に電気的に接続されるように構成さ
れている。
【０１０６】
　実施例５３において、実施例５２の主題は、棒および溝のうちの少なくとも１つを用い
て前記螺旋状導体を機械的に保持するように構成された誘電体コアを任意で含むことがで
きる。
【０１０７】
　実施例５４において、実施例５２および５３のうちの１つまたは任意の組み合わせの主
題は、前記螺旋状導体を機械的に固定するように構成された誘電体コアを任意で含むこと
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ができ、前記誘電体コアは、該誘電体コアが前記螺旋状導体の少なくとも一部の周りに成
形される際に、前記螺旋状導体を機械的に固定するように構成されている。
【０１０８】
　実施例５５において、実施例５２～５４のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、ハウジングと、前記ハウジングに機械的に接続されるとともに、前記植込み型アンテナ
アセンブリに機械的に接続される誘電体室と、前記ハウジング内に収容され、前記植込み
型アンテナアセンブリを用いて電磁的に情報を無線伝送するように構成された植込み型テ
レメトリ回路とを含む植込み型医療装置を任意で含むことができる。
【０１０９】
　実施例５６において、実施例５２～５５のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、植込み型リードとの電気的および機械的接続を行うように構成されたヘッダを備える前
記誘電体室と誘電体コアとの組み合わせを任意で含むことができ、前記植込み型リードは
、組織部位に配置されるように構成された電極を含み、前記電極の部位で組織の電気刺激
および活動の感知のうちの１つまたは両方を行うべく前記ハウジング内の電子回路に接続
されている。
【０１１０】
　実施例５７において、実施例５２～５６のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記植込み型リードと前記電極とを任意で含むことができる。
　実施例５８は、第１および第２の略平行な外面部と前記第１および第２の外面部の間に
延在する第３の外面部とを含む誘電体シェルに、前記誘電体シェルの表面上に前記第１、
第２、および第３の外面部に沿って延在するように構成された螺旋状導体を装着すること
、前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体を、植込み型医療装置のハウジングに接続され
るように構成された誘電体室に機械的に接続すること、を備える主題（たとえば、方法、
各種動作を実行する手段、または装置によって実行されることによりその装置に動作を実
行させる命令を含む装置可読媒体）を含むように実施例１～５７のうちの１つまたは任意
の組み合わせの主題を含むか、あるいはその主題と任意で組み合わせられる。
【０１１１】
　実施例５９において、実施例５８の主題は、前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体を
前記誘電体室に機械的に接続することが、前記誘電体室の少なくとも一部を備える材料を
用いて前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体をオーバモールドすることを含む、ことを
任意で含むことができる。
【０１１２】
　実施例６０において、実施例５８～５９のうちの１つまたは任意の組み合わせの主題は
、前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体を前記誘電体室に機械的に接続することが、前
記誘電体シェルまたは前記螺旋状導体を前記誘電体室に接着結合することを含む、ことを
任意で含むことができる。
【０１１３】
　［追記］
　上述の説明は、詳細な説明の一部を成す添付図面の参照を含む。図面は、例示として、
本発明を実施することのできる特定の実施形態を示す。これらの実施形態は本明細書では
「実施例」とも称される。このような実施例は、図示または記載されるもの以外の要素も
含み得る。しかしながら、本発明者らは、図示または記載される要素のみが設けられた実
施例も意図している。さらに、本発明者らは、特定の実施例（または１つ以上の実施例の
態様）あるいは本明細書に図示または記載されるその他の実施例（または１つ以上の実施
例の態様）のいずれかに関して、図示または記載される要素（またはその要素の１つ以上
の態様）の任意の組み合わせまたは置換を用いる実施例も意図している。
【０１１４】
　本明細書で引用される公開物、特許、および特許文書は、引用により全文が本明細書に
組み込まれる。本明細書と引用により組み込まれる文書との間で使用が矛盾する場合、組
み込まれた文書での使用は本明細書での使用の補足とみなすべきであり、矯正不能の矛盾
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【０１１５】
　本明細書において、用語「１つ」は、特許文書で一般的に使用されるように、その他の
「少なくとも１つ」または「１つ以上」の例や使用と関係なく、１つ以上を含むものとし
て使用される。本明細書において、用語「または」は、非排他的であることを指すように
使用される。このため、「ＡまたはＢ」は、特に断りのない限り、「ＡだがＢではない」
、「ＢだがＡではない」、および「ＡとＢ」を含む。本明細書において、用語「含む」は
「備える」と等価である。また、請求項では、用語「含む」および「備える」はオープン
エンドであり、したがって、請求項内で当該用語の後に列挙された要素以外の要素を含む
システム、装置、物品、または工程も、その請求項の範囲に属するとみなされる。さらに
、請求項では、用語「第１の」、「第２の」、および「第３の」などは単に標示であり、
その対象物に対して数値的な要件を課すものではない。
【０１１６】
　本明細書に記載の方法例は、少なくとも部分的に装置またはコンピュータで実行するこ
とができる。いくつかの実施例は、上記実施例に記載の方法を実行するように電子装置を
構成するために動作可能な命令で符号化されたコンピュータ可読媒体または装置可読媒体
を含むことができる。このような方法の実行は、マイクロコード、アセンブリ言語コード
、高位言語コードなどのコードを含むことができる。上記コードは、各種方法を実行する
コンピュータ可読指示を含むことができる。コードは、コンピュータプログラム製品の一
部を形成することができる。さらに、コードは、実行中またはその他の時点で、１つ以上
の揮発性または不揮発性有形コンピュータ可読媒体に有形に記憶することができる。これ
らの有形コンピュータ可読媒体はたとえば、ハードディスク、リムーバブル磁気ディスク
、リムーバブル光ディスク（たとえば、コンパクトディスクやデジタルビデオディスク）
、磁気カセット、メモリカードまたはメモリスティック（登録商標）、ランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）などを含むがそれらに限定されない。
【０１１７】
　上記説明は例示的であり、制限的ではないものと意図される。たとえば、上述の実施例
（またはその１つ以上の態様）は互いに組み合わせて使用することができる。上記説明を
検討する当業者によって、その他の実施形態を使用することができる。要約は、請求項の
範囲または意味を解釈または限定するためには使用されないという理解の下で提供される
。また、上記詳細な説明で、各種特徴を共にグループ分けして本開示を簡易化することが
できる。請求項にない開示される特徴がいずれかの請求項によって必須であることを意図
するものと解釈してはならない。発明の主題は、特定の開示される実施形態の全特徴より
も少ない特徴を備える場合がある。これにより、請求項を詳細な説明に組み込み、各請求
項は別個の実施形態として独立し、上記実施形態は各種組み合わせまたは置換で互いに結
合することができると意図される。発明の範囲は、請求項を請求項の等価物の全範囲と共
に参照して決定すべきである。
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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月31日(2013.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　植込み型アンテナアセンブリを備える装置であって、
　前記植込み型アンテナアセンブリが、
　第１および第２の略平行な外面部と前記第１および第２の外面部の間に延在する第３の
外面部とを含む誘電体シェルと、
　前記誘電体シェルの表面上に前記第１、第２、および第３の外面部に沿って延在する螺
旋状導体と、を備え、
　前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体が、植込み型医療装置のハウジングに接続され
るように構成された誘電体室に機械的に装着されるように構成されており、
　前記植込み型アンテナアセンブリが、植込み型テレメトリアンテナを用いて電磁的に情
報を無線伝送するように構成された植込み型テレメトリ回路に電気的に接続されるように
構成されている、装置。
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【請求項２】
　前記螺旋状導体は前記誘電体シェルの内向き表面に沿って延在するように構成されてい
る、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記螺旋状導体は前記誘電体シェルの外向き表面に沿って延在するように構成されてい
る、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体は、前記誘電体室の少なくとも一部を備える材
料によって、前記誘電体室内に少なくとも部分的に含まれるように構成されている、請求
項１～３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記誘電体シェルは、棒および溝のうちの少なくとも１つを用いて前記螺旋状導体を機
械的に保持するように構成されている、請求項１～４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　変形した時に前記螺旋状導体の一部を保持するように構成された棒を備える請求項１～
５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記誘電体シェルは、該誘電体シェルが前記螺旋状導体の少なくとも一部の周りに成形
される際に前記螺旋状導体を機械的に固定するように構成されている、請求項１～６のい
ずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記誘電体シェルおよび前記螺旋状導体のうちの一方または両方が前記誘電体室に接着
されて装着されている、請求項１～７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　前記植込み型医療装置が、
　前記ハウジングと、
　前記ハウジングに機械的に接続されるとともに、前記植込み型アンテナアセンブリに機
械的に接続される前記誘電体室と、
　前記ハウジング内に収容され、前記植込み型アンテナアセンブリを用いて電磁的に情報
を無線伝送するように構成された前記植込み型テレメトリ回路と
を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記植込み型医療装置の前記誘電体室は、植込み型リードとの電気的および機械的接続
を提供するように構成されたヘッダを備え、前記植込み型リードは、組織部位に配置され
るように構成された電極を含み、前記電極の部位で組織の電気刺激および活動の感知のう
ちの一方または両方を提供するべく前記ハウジング内の電子回路に接続されている、請求
項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記植込み型リードと前記電極とを備える請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　植込み型アンテナアセンブリを提供すること、
　前記植込み型アンテナアセンブリを用いて電磁的に情報を無線伝送すること、
を備える方法であって、
　前記植込み型アンテナアセンブリが、
　第１および第２の略平行な表面部、前記第１および第２の表面部の間に延在する第３の
表面部、および植込み型リードコネクタを収容する寸法および形状を有する空洞を含む誘
電体コアと、
　前記誘電体コアの外表面上に前記第１、第２、および第３の表面部に沿って延在する螺
旋状導体と、を備え、
　前記誘電体コアおよび前記螺旋状導体が、誘電体室内に少なくとも部分的に含まれるよ
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うに構成されており、
　前記植込み型アンテナアセンブリが、植込み型テレメトリアンテナを用いて電磁的に情
報を無線伝送するように構成された植込み型テレメトリ回路に電気的に接続されるように
構成されている、方法。
【請求項１３】
　前記誘電体コアは、棒および溝のうちの少なくとも１つを用いて前記螺旋状導体を機械
的に保持するように構成されている、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記誘電体コアは、該誘電体コアが前記螺旋状導体の少なくとも一部の周りに成形され
る際に前記螺旋状導体を機械的に固定するように構成されている、請求項１２または１３
に記載の方法。
【請求項１５】
　植込み型医療装置を提供することを更に備え、該植込み型医療装置が、
　ハウジングと、
　前記ハウジングに機械的に接続されるとともに、前記植込み型アンテナアセンブリに機
械的に接続される誘電体室と、
　前記ハウジング内に収容され、前記植込み型アンテナアセンブリを用いて電磁的に情報
を無線伝送するように構成された植込み型テレメトリ回路と
を含む、請求項１２～１４のいずれか一項に記載の方法。
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摘要(译)

在一个示例中，一种装置可以包括可植入医疗装置，该可植入医疗装置
包括壳体，在壳体内承载的可植入遥测电路，机械耦合到壳体的电介质
隔室，电介质隔室包括第一和第二基本平行的面部分和第三面部分在第
一和第二面部分之间延伸，以及可植入遥测天线，其至少部分地位于介
电隔室内。可植入遥测电路可以电耦合到可植入遥测天线，并且被配置
为使用可植入遥测天线以电磁方式无线传输信息。在一个示例中，可植
入遥测天线包括沿第一，第二和第三面部分延伸的螺旋形导体部分。在
一个示例中，螺旋形导体包括横截面，该横截面的横向宽度可以大于横
截面的侧壁高度。
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